
参加無料

　このワークショップでは、企業等が現実に抱えている業務課題について、
生成AIとデータサイエンスを活用したアプローチにより課題解決アプリ・
システム案を作成します。

　申込締切　

(日)10  26月         日
※定員になり次第、

締め切らせていただきます。

お申し込みはこちら

生成AIとデータサイエンスを活用した

参加条件 山梨県内在住のITエンジニア及び学生

11     8　   10:00～17:00     生成AIの応用講座月　　 日

山梨大学甲府キャンパス

大学内の駐車場をご利用いただけます。
※詳細は後日お知らせします。

土

（一社）山梨県情報通信業協会　TEL : 055-243-2046　E-mail : staff@ysa.or.jpお問い合わせ

主催：山梨県（DX課）　協力：山梨大学、（一社）山梨県情報通信業協会

課題解決ワークショップ課題解決ワークショップ

このワークショップを受講するためには、Python、生成AI、
データサイエンスの知識が必要となりますので、別途開催され
る「AI・データ利活用スペシャリスト養成講座」と併せて受講
されることをお勧めします。

定　員 Beginner

日　程

開催場所

1日目
2日目 11   16　   10:00～15:00     企業課題説明とチーム作業月　　 日 日

3日目 12     7　   10:00～15:00     中間発表月　　 日 日

4日目   1   31　   10:00～16:00     成果発表月　　 日 土

大村智記念学術館および工業会館

【AI・データ利活用スペシャリスト養成講座の概要】
　●内容
　　Pythonスキルアップ、データサイエンス、生成AI
　●日程
　　10月2日、9日、16日、23日、11月6日、13日
　　何れも木曜日、開催時間は15:00～17:30
　●開催場所
　　山梨大学甲府キャンパス

詳しくはこちら

※Wi-Fi接続可能なノートPCをご持参ください。
Pythonのコーディング技術を有すること

Advanced

(初級者)クラス　15名
※システムの提案を目指します。

※本格的なシステム開発を目指します。

(注1)

(注1)

(注2)

注1:解散時間はチームごとに決定します　注2:終了時間は変動する可能性がございます

内　容 業務課題に応じたChatBotの制作またはデータ解析
使用するツール：ローカル環境で使用可能なワークフロー自動化ツール「n8n」やその他AI

(ローカル環境でAIを利用するため、GPU付きのノートPCを推奨しますが、GPUなしの場合、GoogleColabを代用します)

(上級者)クラス　15名

https://www.ysa.or.jp/?p=2338
https://forms.gle/Pt9pN9dzg2XnSzXeA
https://forms.gle/Pt9pN9dzg2XnSzXeA
https://www.ysa.or.jp/?p=2338

